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講師による講
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都立広尾高

 
【Ｂ】概ね達
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た。来年度
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②大学受験は一般受験を前提と

して指導を行い、模擬試験等の

データを有効に活用する。 

【具体的な方策】 

◆「進路の手引き」の活用。 

◆勉強合宿の実施。 

◆進路ガイダンス、進路講演会な

どの計画的な実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２予備校との連携も含め、

講習（補習）の講座数を

増加する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３読書活動を通して、広く

深い知識の獲得を目指

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４三年間を見通した系統的

な計画に基づく指導を継

続する。 

 

 

 

 

 

 

 

５高い進路目標を設定させ、

目標に向かった学習を計

画的に行わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

２講習（補習）受講者数の増加。

（のべ６５０人以上） 

→【Ｂ】放課後や長期休業中など

の講習や補修の受講者数は、勉

強合宿を含め、年間を通して延

べで約６００人と目標の数値

をやや下回った。来年度は、予

備校による講習の在り方を改

善するなど、講習受講者数の増

加を目指す。 

 

３生徒の不読率の減少。 

（２２％以下） 

→【Ａ】２年生を対象に校内で実

施した「読書に関する調査」の

結果によると、一か月に一冊も

本を読まない、いわゆる不読者

数の割合は１８％と、目標の数

値を大きく上回った。来年度

も、学校図書館の利用推進の取

組や、教科とも連携した指導の

継続により、東京都が定めた不

読率の目標である２２％を下

回るよう、努力を重ねる。 

 

４センター試験の受験者数の定着。

（受験率８５％以上） 

→【Ｂ】３年生の大学入試センタ

ー試験の受験者数の割合は、今

年度は７７％となり、目標の数

値をやや下回った。来年度も、

「進路の手引き」を活用した進

路指導を維持し、センター試験

の受験を推奨する。 

５ＧＭＡＲＣＨ以上の大学への現

役合格者数の定着。 

（のべ４０人以上） 

→【Ｂ】今年度の３年生の、いわ

ゆるＧＭＡＲＣＨ、早慶上理、

国公立大学の合格者数は、延べ

で３６人と、目標の数値をやや

下回った。来年度も、生徒に早

期に進路の目標を設定させ、そ

の目標に向かった学習を計画



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③部活動と学校行事などの改善

と充実に向けた取組を確実に

行なう。 

【具体的な方策】 

◆休養日の設定など、部活動の在

り方の検討。 

◆合唱祭などの学校行事の在り

方の検討。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④「生活指導指針」を踏まえた規

範意識の醸成と、健康体力の向

上を目指す指導を推進する。 

【具体的な方策】 

◆遅刻、挨拶、身だしなみ、授業

規律の指導の徹底。  

 

 

６模擬試験の結果等の資料

を活用した面談を通し

て、目標設定と進路実現

を確実に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７部活動の一層の活性化を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８学校行事の一層の活性化

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９学校生活でのルールやマ

ナーを遵守する態度を育

て、いじめの根絶を継続す

る。 

 

 

的に行わせる指導を強化する。

６模試分析会とケース会議の実

施。 

（年間３回以上） 

→【Ｂ】模試分析会は、予定通り

年間３回実施を目標の数値は

達成し、参加者の定着も見られ

たが、ケース会議は実施できな

かった。来年度は、模試の分析

会に加え、ケース会議による出

願指導を実施し、確実な進路実

現を支援る。 

 

７部活動加入率の維持。 

（１００％） 

→【Ａ】「部活動活動状況調査」に

よると、今年度の生徒の部活動

加入率は、兼部の生徒を含める

と、１０３％となり、目標の数

値を上回った。来年度も、文化

スポーツ特別推薦の種目を中

心とした運動部系に加え、文化

部系の部活動の活性化を図る

ことで、加入率が１００％を超

えるように努める。 

 

８学校行事に関する学校評価等

での肯定的回答の増加。 

（８０％以上） 

→【Ａ】「学校評価アンケート」に

よると、今年度の生徒の学校行

事に関する肯定的な回答の割

合は８４％を超え、目標の数値

を上回った。来年度も、学校行

事の改善により一層の活性化

を図り、活力のある学校生活の

実現を目指す。 

 

９体罰といじめの根絶。 

（体罰といじめの件数ゼロ） 

→【Ａ】年間３回実施した「いじ

めアンケート」によると、いじ

めの件数は今年度も「ゼロ」で

あり、目標を達成した。来年度



◆専門医の講話等による、健康管

理に対する意識付け。 

◆学校保健委員会の活用による

保健指導の充実。 

◆清掃や美化指導の徹底。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤全ての教育活動を通して、伝統

文化尊重と国際理解に関する

教育を推進する。 

【具体的な方策】 

◆地域や外部関係機関とも連携

した、オリンピック・パラリン

ピック教育の推進。 

◆外国大使館等との交流。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10「学校健康推進計画」に基

づく学校保健の充実によ

り、健康や体力の向上を

目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11組織的な清掃や美化活動

に、継続して取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12自国や外国の伝統や文化

を尊重する態度を育て

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

13オリンピック・パラリン

ピック教育を推進する。

 

も、あらゆる機会を利用し、生

徒の規範意識を育て、いじめに

類似する行為の防止について

の指導も徹底するなど、いじめ

ゼロを継続する。 

 

10 基礎体力の向上。 

（体力テストの結果の都平均以

上） 

→【Ａ】平成２９年度の東京都児

童生徒体力運動能力生活運動

習慣等調査結果の体力合計平

均値によると、全国平均を約３

ポイント下回ったが、東京都の

平均は約１ポイント上回り、目

標の数値を上回った。来年度

も、一校一取組運動を活用する

など生徒の体力向上の取組を

継続する。 

 

11 校内美化に関する学校評価等

での肯定的回答の増加。 

（８０％以上） 

→【Ｃ】「学校評価アンケート」で

の校内美化に関する質問で、肯

定的な回答を行った生徒の割

合は６３％と、目標の数値を下

回った。来年度も、生活指導部

を中心に、組織的な清掃や美化

活動に、継続して取り組む。 

 

12 伝統文化に関する行事の実施

及び参加。 

（１回以上） 

→【Ｃ】今年度については、東京

都の事業を含めた、伝統文化に

関する行事を実施することは

できず、目標を達成できなかっ

た。来年度は、都の事業である

伝統芸能鑑賞教室を活用し、当

該の行事を実施する。 

 

13 オリンピック・パラリンピック

教育に関する行事の実施及び

参加。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥教育活動を中心に、地域や中学

生とその保護者を対象とした

広報活動を、積極的に実施す

る。 

【具体的な方策】 

◆各種説明会や学習塾訪問等に

よる募集活動。 

◆ホームページ等による情報発

信。 

◆体験授業、体験部活動、出前授

業等の実施。 

◆教育活動を通じた地域への貢

献。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14教育活動の情報を積極的

に発信し、生徒募集に努

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

15学校説明会等を複数回実

施するとともに、外部で

の説明会等にも積極的に

参加をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16学校案内を都内の中学校

に配布するとともに、重

点地区を中心とした学習

塾訪問を継続する。 

 

 

 

 

 

 

（１回以上） 

→【Ａ】オリンピック・パラリン

ピック教育の一環として、在日

ジャマイカ大使を講師とした

講演会を、広尾中学校とも連携

して実施し、目標を達成した。

来年度も、国際理解教育やオリ

ンピック・パラリンピック教育

を推進する同様の事業を実施

する。 

 

14 ホームページ等の随時の更新。

（年間更新回数１５０回以上） 

→【Ａ】ホームページとＳＮＳの

更新回数は、年間を通して２２

９回となり、目標の数値は上回

った。来年度は、学校広報を担

当する部署を新設するととも

に、ホームページの作成を外部

に委託するなど、情報発信の充

実を図る。 

 

15 学校説明会等への参加者数の

定着。 

（５０００人以上） 

→【Ｂ】学校見学会、校内と校外

で実施した学校説明会（合同説

明会を含む）の参加者数は、年

間を通して約４５００人とな

り、目標の数値を下回った。来

年度は、学校案内と学校紹介動

画等をリニューアルし、学校説

明会等の参加者数の定着を図

る。 

 

16 推薦選抜と学力選抜の倍率の

定着。 

（４倍と2.3倍以上） 

→【Ａ】入学者選抜の倍率は、推

薦に伴う選抜では４．８倍、学

力検査に基づく選抜では２．５

倍と、目標の数値を上回った。

来年度は、入学者選抜における

倍率の維持とともに、本校の求

める生徒像に合致した生徒募集



 

 

⑦計画的かつ効率的な予算配分

と執行を継続して実施する。 

【具体的な方策】 

◆関係部署どうしの連携の強化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧学校における働き方改革に向

けた取組を行う。 

【具体的な方策】 

◆部活動指導の在り方の検討。 

 

 

 

 

 

 

 

17経営企画室と管理職等と

が連携し、計画的な予算編

成を行う。 

 

 

 

 

 

18経営企画室と教職員が連

携し、適正な予算執行を

行う。 

 

 

 

 

 

 

19業務の縮減と効率化を心

がけ、実働勤務時間の削

減を目指す。 

 

 

 

 

 

 

に重点的に取り組む。 

 

17 次年度の予算編成指針の適正

な時期の策定。 

（１１月まで） 

→【Ａ】平成３０年度の予算編成

指針を１０月に策定し、目標を

達成した。来年度も、適正な策

定を継続する。 

 

18 自律経営推進予算の計画的な

執行。（第２四半期終了までに

７０％の執行） 

→【Ｂ】自立経営推進の執行状況

は、１０月末までに６１％の執

行率であり、目標の数値をやや

下回った。来年度以降も、計画

的な予算執行に努める。 

 

19 各種委員会等の業務の見直し。

（各種委員会等の１０％削減）

→【Ａ】各種委員会等の業務の見

直しにより、平成３０年度に向

けて約２５％の委員会の統廃

合を行い、目標の数値を大きく

上回った。来年度以降も、学校

における働き方改革に向けた

取組を継続し、実働勤務時間の

削減を目指す。 

 


